キレート交換樹脂を用いた放射性銅の分離方法 by unknown
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　実験はニッケル、放射性コバルト、放射性銅を含む0.01 M, 0.03 M, 0.06 M, 0.1 M, 0






















離に適した塩酸の濃度範囲は、0.06 ～ 0.25 Mであることが確認された。ただ、0.25 M又
はその近傍ではニッケル及び放射性コバルトとほぼ同時に放射性銅も溶出してしまい、放
射性銅の分離効率が下がってしまう可能性がある。したがって、ニッケルおよび放射性コ
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